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先生が足りない 藤沢市の現状とその対応
教育委員会との懇談 小柳 倫子

５月９日(金)、藤沢市教育委員会と懇談を持ちました。

まず，学務課の方から、全国的にも切実な要望の学校の教員不足についての報告を受けました。市内

小学校は35学校で定数1088人に対して60人、中学校は19校で597人定数に対して88人、白浜養護学校は

94人に対して34人欠員。この不足数に驚きです。

「正規の先生が不足していますが、臨時的職員や非常勤教員

でやっています。管理職の先生は人探しで大変です。正規の先

生も学年計画や事務的な仕事が多くなり、苦労しています。」

とのことでした。特に年度途中の休職については大変で教育委

員会としても「なんでもお仕事相談会」などをして学校の様子

を知ってもらう機会を設けていますが、参加者の多くは教員免

許がなく、昨年は50人参加で10人の登録とのことでした。

不登校の学習支援も先生足りない
不登校の子は予算内で学習支援をしているけど、予算の関係で不足しているとのことです。「国は年

度初めの児童生徒数で教員定数ギリギリの配置しているので、入学直後の移動は配置されないのでその

穴埋めが大変」と嘆きの報告。国が駄目なら、県で。県が駄目なら市で！と要望しました。県内でも独

自に予算化している市町もありますのでぜひ参考にしてほしいと訴えました。

大規模校では特別教室がない 学校プールの集約化
大規模校問題などは、教育総務の方と懇談しました。無計画な

大型マンション増設などの都市計画にはぜひ、教育委員会も参加

して欲しいと要望しました。

タブレットの現状は、小学校は担任主体で使用しているので、

学級によって利用率に差があるが、市としての統一化はしていな

いとのことでした。

学校プール問題は、54校ある小学校・中学校の中で12校が校外

プール利用。交通量や往復の道路が狭くて心配などあるがPTA、

教員の協力で移動の安全を図っている。教員からは水質検査やプ

ール掃除など、管理の仕事負担が軽減しているとの声があるとの

報告でした。

また、大規模校では特別教室がない問題や体育館は2クラスで

使用など、問題山積みです。解決は実情を市議会にも訴えて、学

校への改善をはかることが、第一かなと思いました。教育委員会

も「生の声」があると、市議会や予算課に具体的に要望がしやす

いと思いました。

教育は総合的に考えて
教育ネットは、毎年、懇談会を申し込み、行っていますが、今

回は、それぞれの課との懇談が終わるとその課の関係者が退席さ

れました。教育は総合的に考えて欲しいので、ぜひ、最後まで退

席せず話し合いに参加して欲しいと要望しました。
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小の｢天空のプール｣
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※辻堂小再整備ではプールは解体
される。校外施設利用が前提。

市教委｢何でも相談会｣のチラシから
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みんなの教育・ふじさわネットは、2025年１月26日(日)藤沢市役所市民会議室で、学習会と第17回総

会を開催しました。第１部学習会は『子どもたちに戦争のない平和な社会を』のテーマで杉本克彦さん

（元小学校教員）の話をもとに学習しました。

総会では昨年度の活動報告と総括を行い、今年度の方針と会計予算を決定しました。

【学習会参加者の感想から】

2025年みんなの教育・ふじさわネット学習会
どうなってるの？ 子ども 学校 先生

講師 ： 糀谷(こうじや) 陽子さん
｢子どもと教科書全国ネット21｣事務局長

子どもの権利・教育・文化 全国センター事務局次長

日本子どもを守る会理事、元･東京都公立中学教員

日時：6月14日(土)13:30～16:00（開場13:00）参加費 500円（学生は無料）
場所：藤沢市民会館 第一展示ホール（藤沢駅南口 徒歩10分）

杉本先生のお話 とても勉強になりました。

なんとなく知っていることもこうやって、てい

ねいに資料として提示して下さりありがたかっ

たです。

5年生 国語の教科書に広島資料館のことなど

がお話の中で紹介されていたのか、夏休みの家

族旅行で見てきた話を聞いて、教科書って大切

と実感しました。

忙しくてなかなか参加できず申し訳ありませ

ん。

杉本さん、良かったよ！いくつになっても学

ぶことって大切ですね。ありがとう！

お話わかりやすく、平和・憲法を大切にしな

ければと改めて思いました。

学校ではされない平和学習、子どもたちにも

ママたちにも機会をつくっていかなければなら

ないと思いました。

平和・憲法をまもっていけるのは私たち市民

一人ひとりの力ですね！

日本国憲法を遵守して、平和教育は今の経済

の不安定な中で絶対に必要なことを、声を上げ

て行きたいですね。今、戦後に生まれた自分も

80才ですが、世の中が平和であって欲しいとい

う思いは祈りです。

平和教育の大切さを改めて思いました。

大変勉強になる資料で助かります。

講師の杉本さん（神奈川県民教委員長）

たくさんの資料をもとに講演

報告

※保育あります。
事前に松本(0466-33-4820)
にご連絡ください。


